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オペレッタとは？　　《教師用活用シート１》
　　
オペレッタとは、歌と踊りとお芝居がひとつになった、オーケストラ
付きの音楽劇（喜歌劇）です。
音楽活動においては、表現（歌唱、器楽）活動、創作活動の分野を、

総合的に統括した内容とも言えます。
オペレッタの種類　
　
　オペレッタには、次のような方法で取り組むことができます。

1 既製のオペレッタ作品を演じる。
2 既製の物語に、既製の曲を組み合わせ、台本を創作して演じる。
3 既製の物語と曲に、オリジナルキャスト等を取り入れ、台本を創作して演じる。

4 オリジナルの物語に、既製の曲を組み合わせ、台本を創作して演じる。

5 オリジナルの物語と、オリジナルの曲で、台本を創作して演じる。


オペレッタを構成する要素　　　《教師用活用シート１》
　オペレッタを構成する要素として、①配役　②音楽　③衣装　④背景　
⑤大道具　⑥小道具　⑦進行、があります。上演する舞台や人数により、
自分たちに合った内容を工夫しながら進めていくことができます。
オペレッタの演出の方法　　　《教師用活用シート２》
①【配役について】　　　　　
配役はオペレッタに参加する人数によって決定します。練習場所や練習時間も重要な要素になります。配役によって、オペレッタの出来上がりが左右されることも多いため、よく考えてキャスティングすることが大切です。
· シングルキャスト(すべての場面を一人で演じる。)

· ダブルキャスト(同じ役を、二人が演じる。上演回数が複数のときに交代して演じる。)
· 面ごとのキャスト交替(場面ごとに、演じる人を決めて演じる。多人数が参加するときに取り入れることが多い。)
· 同時ダブルキャスト(同じ役を二人が同時に演じる。幼児や小学校低学年が参加するときに取り入れることが多い。)　
【配役の決定方法】　　　　《教師用活用シート３》
配役を決定する方法は、いくつか考えられます。決定するために、ど
のくらいの時間が取れるかによって、決定方法を選択するとよいでしょう。すべてのキャストが、意欲をもってオペレッタに取り組めるように配慮することが大切です。
· シングルキャスト(すべての場面を一人で演じる。)

· ダブルキャスト(同じ役を、二人が演じる。上演回数が複数のときに交代して演じる。)
· 場面ごとのキャスト交替(場面ごとに、演じる人を決めて演じる。多人数が参加するときに取り入れることが多い。)
· 同時ダブルキャスト(同じ役を二人が同時に演じる。幼児や小学校低学年が参加するときに取り入れることが多い。)　
♪配役決定のポイント♪　　　　　
　配役決定は、指導者が意図をもって行う場合と、出演者の自主性を尊

重して話し合って決める場合があります。その際、次のようなポイント

を確認するとよいでしょう。
　１　それぞれの役柄の特徴やポイントを説明し、すべての役の大切さを、出演者に伝える。
２　出演者の希望を調査して参考にする。
　３　オーディションを実施して、出演者に合った役を見つける。(時間に余裕のあるとき)　
②【音楽について】　　《教師用活用シート４》
オペレッタでは、音楽が重要な役割を果たします。場面ごとの情景を表現したり、キャストの演技を輝かせるための手助けをしたりします。
音楽は、物語を進めるためのＢＧＭとキャストが歌う挿入歌の二種類があります。練習時間の配分により、どのような音楽を使うかを決めていきます。

【音楽の種類】　　　　　　　
· 作品集の中の音楽を使う。
· 物語に合った音楽を、既製曲の中から探して使う。

· 物語に合った音楽を、創作して使う。

　音楽によって、オペレッタの雰囲気が変わります。演じる人たちの思いを伝えられることができるような曲選びや、曲作りをしましょう。

　曲を創作するときには一人ではなくても構いません。主なメロディーをもとに、みんなでアレンジしたり、一人ひとりが創作した短いメロディーをつなぎ合わせたりして、自分たちだけの曲を作ることもできます。

【伴奏の方法】

　オペレッタの中で、音楽を流すときは、視聴覚機器(カセットテーﾌﾟ

やＣＤ)を利用したり、ピアノやキーボードなどの楽器を使って実際に演奏したりするなどの方法があります。

　オペレッタに参加する人数や、費やせる時間によって、方法を考えてみましょう。

③【衣装について】　　《教師用活用シート５》
衣装は、オペレッタの様子を観客に理解してもらったり、演じるキャストが思いを込めて表現したりするために重要な役割を持っています。場面ごとの情景や、キャストの演技を輝かせるための手助けをします。

【衣装の種類】

· お面などの簡単なものを作る。
· 物語の内容やキャストに合った既製服を使う。
· 物語の内容やキャストに合ったオリジナルの衣装を作る。

　オペレッタに参加するメンバーの構成や制作時間を考えて、主要な部分の衣装を中心に作ったり、布以外の素材で簡単に作ったりすることもできます。
　作った衣装は、違う演目のオペレッタに使い回すこともできます。
♪衣装作りのポイント♪　　　《教師用活用シート６》
　衣装作りは、参加する人の負担にならない方法で実施しましょう。普

段から、衣装に使えそうな布や飾り付けの素材などを注意して集めるこ

ともひとつの方法です。

　不織布やビニールのナイロン袋なども材料のひとつになります。

　既製の服をアレンジして、キャストに合わせて作り直すのも、時間と

費用を節約することができます。

　いろいろな演目で応用して使えるように、デザインを工夫することも

大切です。　

④【背景について】　　　　《教師用活用シート７》
背景は、オペレッタの場面ごとの情景や様子を伝える手段として、重要な役割を果たしています。

上演する場所や、制作する時間によって、どのような背景にするかを決定します。

【背景を制作する方法】　　　《教師用活用シート８》
· とりのこ用紙をはり合わせて、大きな背景画を描く。

· 布に背景を描いて吊り下げて使う。
· 視聴覚機器(ＯＨＰや液晶)を利用して背景を映す。
　背景の作成には時間がかかります。参加者に無理のない時間を使って

作成しましょう。
　大道具で背景の代わりをすることもできます。舞台を有効に生かせる方法を考えましょう。
♪背景制作のポイント♪　　　　　　《教師用活用シート９》
　１　場面ごとに必要最小限の背景を考える。

　２　舞台の広さを考えて、背景に使う材料を工夫する。
　３　いろいろな場面に応用できるようにアイデアを練る。

　４　日常生活の中で見ることのできる背景をメモして、参考にする。

　　　背景を次に生かすために、保存するときにはシートにくるんだり、ニスをかけて色があせたりすることのないように制作するときにくふうしてみましょう。
⑤【大道具について】　　《教師用活用シート１０》
　オペレッタで使う大道具は、場面の情景やキャストの動きを表現するために、重要な役割を持っています。背景がない場面でも、大道具を舞台に設置するだけで物語の様子をうまく伝えることもできます。
【大道具を制作する方法】　　《教師用活用シート１１》
　大道具は、制作時間と制作できる人数などを考えて、デザインや材料を工夫することが大切です。また、いろいろな演目で応用できるように制作することも大切です。
材料や制作方法には次のような方法が考えられます。
· ダンボール………ダンボールをはり合わせたり、立体に組み立
てたりして、作る。

· 発泡スチロール…カッターやスチロールカッターを使い、形を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作る。
· 木工材料…………用途に合わせてサイズを決め、はり合わせて

作る。ダンボールの土台に使うこともできる。

· 新聞紙………･･･他の材料で制作した道具にはり合わせて、彩　

　　　　　　　　　 色する。頑丈にしたい部分には何回もかさね

　　　　　　　　　 てはりつける。
　　　　　　　　　　　　　　　　《教師用活用シート１２》
⑥【小道具について】　　　　　《教師用活用シート１３》
　小道具は、主にキャストの思いを見ている人に伝えるために、その演技力を引き出すための重要な役割を持っています。小道具を使うことによって、恥ずかしさがカバーされたり、表現がより迫力のあるものになったりします。小道具がひとつあるだけで、物語の展開がスムーズに流れることもたくさんあります。

【小道具を制作する方法】　　　《教師用活用シート１４》
　小道具は、簡単で手間のかからないものを作ることがポイントです。生活の中で使っているものを応用することもできます。制作時間と制作できる人数などを考えて、デザインや材料を工夫することが大切です。また、いろいろな演目で応用できるように制作することも大切です。

♪小道具制作のポイント♪　　　《教師用活用シート１５》
　１　場面ごとに必要最小限の小道具を考える。

　２　演技に生かされる小道具を工夫する。

　３　いろいろな場面に応用できるようにアイデアを練る。

　４　日常生活の中で使えそうな品物を普段から探す。

　５　空き箱、スチロール、ダンボールなど特に立体的なものは保存しておくと作るときにすぐに使えます。

　制作するときには、何回でも使えるように、新聞やボンドで補強して頑丈に作っておくと長持ちします。修理をすることは逆に手間がかかります。最初につくるときに、壊れにくいように工夫して作りましょう。
⑦【進行について】　　　　　　　《教師用活用シート１６》
進行は、オペレッタを進めるための方法の説明や、練習の際に、それぞれのキャストに進め方を指示したりするなど、オペレッタをつくりあげるために、参加者全員をまとめる役目を持っています。

長いスパンの運営になることが多いため、見通しを持って計画的に進めていくことが大切です。

【進行の主な仕事内容】　　　《教師用活用シート１７》
· 台本や楽譜などの製本、配布
· 練習計画の作成
· 準備物の確認や配置

· 練習の運営、進行

　進行の動きによって、オペレッタがすばらしいものになるかどうかが決まります。見通しを持って、余裕のある運営ができるように心がけましょう。
♪進行のポイント♪　　　《教師用活用シート１８》
　１　参加者が意欲的に活動できるように、練習計画を工夫する。

　２　演出の担当者との打ち合わせを密に行う。

　３　各担当者との連絡、調整をスムーズに行う。

　授業で進める場合には、指導者が演出と進行を兼任することが多いですが、進行補助を参加者の中から選び、オペレッタの進行を進めていくこともできます。
　
　オペレッタを進めるに当たっての指導のポイントは、何点かありますが、指導者の思いが出演者や観客に伝わるように心掛けることが大切です。

♪指導に当たっての留意点♪　　　《教師用活用シート１９》
ア　一人一役　

　オペレッタの中では、一人ひとりが大事な力です。出演者はもちろんのこと、裏方で支えてくれるスタッフ一人ひとりが、なくてはならない存在です。オペレッタにかかわる全員の人がその気持ちを持って参加できるように、指導する中で声を掛けていくことが最も重要なポイントとなります。

イ　ほめて認める　

　オペレッタの中で演じることを苦手とする子どもたちも多いと思います。一生懸命に演じている子どもたちを認めて、まず「ほめる」ということが大切です。自信のないまま演技している子どもがいても、一人ひとりの努力を認めてほめることによって、子どもたちの自信にもなり、次の演技への意欲へとつながります。
　ほめた後で、気がついたことや、もっと工夫すればよい点などを助言することで、意欲が引き出され、オペレッタをよりよいものにしようとする気持ちが強くなります。一人ひとりの意欲が高まれば、全体の雰囲気が盛り上がり、よい作品作りができます。
ウ　感動を体感する　

　オペレッタを通して、まず一番に味わって欲しいことは、「感動を体感」することです。オペレッタを通して、自分の思いを見ている人に伝えることができる感動、自分でもやればできるという感動、そしてみんなでひとつのものをつくりあげることができたという感動を味わえることが、オペレッタの最大のよさです。

　その感動は、うれしさになり、そして、次への活動への意欲へとつながっていきます。

エ　指導者自信が好きになる　

　オペレッタの指導者だれもが、実際にオペレッタを演じたことがあるというわけではありません。指導の経験はあっても、自分で演技をしたことがないことも多く見られます。

音楽を指導していても分野によっては苦手で、うまく指導できないと思っている指導者もいますが、オペレッタはだれにでもできる音楽活動のひとつです。楽器の演奏ができないとか、音程がうまく取れないので歌えないとかいう心配はありません。オペレッタの中で表現するということは、出演者一人ひとりが、自分の思いを、自分なりの表現方法で伝えるということです。
たとえ苦手な分野であっても、指導者が子どもとともに、作品を仕上げていくことで、苦手意識が弱くなってきます。出演者兼指導者という方法もすばらしい取り組み方のひとつです。

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　《教師用活用シート２０》
　オペレッタをつくりあげる活動の流れは、以下のようになります。

ア　配役の決定　　　イ　台本の読み合わせ　　　ウ　歌練習　　　

エ　立ち稽古　　　オ　通し稽古　　　カ　本番発表　

　活動できる時間設定によって、順序や項目を入れ替えたり組み合わせたりしながら、臨機応変に計画を立ててみましょう。　
【具体的な活動内容】

　実際にオペレッタを指導するためには、まず具体的な活動内容を考えます。時間を設定し、見通しを持った活動ができるように工夫していきましょう。

以下に示すのは、小学校５年生の題材として活動に取り組める「オペレッタ　オズの魔法使い」（東京書籍版）の具体的な活動内容です。
ア　配役の決定　　　　　　　　《児童用ワークシート１》　
　まず、最初は配役を決定します。時間があれば、台本の一部分の場面を実際に出演者に演じてもらい、演出担当の指導者が決定することもできます。授業の中で決定するときは、希望調査を行い、自分のやりたい役を自分たちの話し合いで決定する方法が多くとられます。

　キャストは、出演する人数によってグループを２つに分けて決定したり、一人が何役も演じたりする場合もあります。次の表は、キャスト決定に使う表の例です。
オズの魔法使い　キャスティング表　出演者８０人用

	キャスト名
	１　　班
	２　　班

	場　　面
	手引きＰ８～Ｐ16ｴﾒﾗﾙﾄﾞ前半
	Ｐ16ｴﾒﾗﾙﾄﾞ後半～最後

	１
	東の魔女
	1
	

	２
	北の魔女・北の魔女っ子
	2　　　　　　3
	

	３
	南の魔女・南の魔女っ子
	4　　　　　　5
	1　　　　　2

	４
	西の魔女・西の魔女（双子）
	6　　　　　　7
	3　　　　　4

	５
	トト・キキ（息子）
	8　　　　　　9
	5　　　　　6

	６
	ドロシー・ナンシー(妹)
	10　　　　　　11
	7　　　　　8

	７
	マンチキン①②③④⑤⑥
	1班　12　　　13　　 14　　  15　　　16　　　17

	８
	かかし・かかしん（弟）
	18　　　　　19
	9　　　　　10

	９
	ブリキ・ブリキング（兄）
	20　　　　　 21
	11　　　 　12

	10
	ライオン・ライアン（父）
	22　　　　　 23
	13　　　　 14　　　

	11
	町の人たち①②③④⑤⑥
	１班24　　 25　　　26　　　27　　　28　　　29

	12
	町の人たち⑦⑧⑨⑩⑪⑫
	１班30　 　31　　　32　　　33　　　34　　　35

	13
	オズの右腕①②③
	
	15　　　16　　　17

	14
	オズの左腕①②③
	
	18　　　19　　　20

	15
	オズ・オズズン（双子）
	２班のみ　　21　　　　　　　22

	16
	家来①②③④
	２班のみ　　23　　　24　　　25　　　　26

	17
	家来⑤⑥⑦
	２班のみ　　27　　　28　　　29　　　　

	18
	キウィ・キウィン
	
	30　　　　　31

	19
	パパイヤ・パパイヤン
	
	32　　　　　33

	20
	マンゴー・マンゴーン
	
	34　　　　　35

	21
	音響
	36
	36

	22
	舞台監督
	37
	37

	23
	舞台監督
	38
	38

	24
	助監督　
	39
	39

	25
	監督　
	40
	40


☆　オリジナルキャストのセリフや動作もかんがえてみましょう。
☆　それぞれの班のオリジナリティーを出せるようにがんばりましょう。

☆　セリフの変更・アドリブ等も考えてみましょう。
オズの魔法使い　キャスティング表　　７０人用　３班編成

	キャスト名
	１班(１～17番)

＋1名(音楽)
	２班(18～39番)

＋1名(音楽) 
	３班(40～65番)

 ＋1名(音楽)

	場　　面
	最初～P13かかし登場
	P14ﾗｲｵﾝ登場～P18ｴﾒﾗﾙﾄﾞ
	P19西の国～最後

	１
	ドロシー
	
	
	

	２
	トト
	
	
	

	３
	ナンシー(姉)
	
	
	

	４
	キャシー(妹)
	
	
	

	５
	 北の魔女
	
	
	

	６
	東の魔女
	
	
	

	７
	南の魔女
	
	
	

	８
	西の魔女
	
	
	

	９
	ﾏﾝﾁｷﾝ1･町人1･ﾊﾟﾊﾟｲﾔ
	ﾏ1
	町1
	ﾊﾟ

	10
	ﾏﾝﾁｷﾝ2･町人2･ｷｳｲ
	ﾏ2
	町2
	ｷ

	11
	ﾏﾝﾁｷﾝ3･町人3･ﾏﾝｺﾞｰ
	ﾏ3
	町3
	ﾏ

	12
	ﾏﾝﾁｷﾝ4･町人4･ｺｺﾅｯﾂ
	ﾏ4
	町4
	ｺ

	13
	かかし
	
	
	

	14
	かかしん(弟)
	
	
	

	15
	ブリキ
	
	
	

	16
	ﾌﾞﾘキング(父)
	
	
	

	17
	ライオン
	
	
	

	18
	ライアン(兄)
	
	
	

	19
	オズ
	
	
	

	20
	オズの右腕
	
	
	

	21
	オズの左腕
	
	
	

	22
	家来たち1
	
	
	

	23
	家来たち2
	
	
	

	24
	家来たち3
	
	
	

	25
	家来たち4
	
	
	

	26
	監督
	
	
	

	27
	助監督
	
	
	


☆　キャスト名　は、オリジナルキャストのため、セリフをつくる。

☆　監督・助監督は出演しない。(出演者への指示に携わる)

☆　それぞれの班のオリジナリティーを出せるようにがんばりましょう。

☆　セリフの変更・アドリブ等も考えてみましょう。
オズの魔法使い　キャスティング表　出演者４０人用

	キャスト名
	

	１
	東の魔女
	

	２
	北の魔女
	

	３
	南の魔女
	

	４
	西の魔女
	

	５
	トト
	

	６
	ドロシー
	

	７
	マンチキン①
	

	８
	マンチキン②
	

	９
	マンチキン③
	

	10
	かかし
	

	11
	ブリキ
	

	12
	ライオン
	

	13
	町の人たち①
	

	14
	町の人たち②
	

	15
	町の人たち③
	

	16
	町の人たち④
	

	17
	オズの右腕
	

	18
	オズの左腕
	

	19
	オズ
	

	20
	家来①
	

	21
	家来②
	

	22
	家来③
	

	23
	家来④
	

	24
	キウィ
	

	25
	パパイヤ
	

	26
	マンゴー
	

	27
	コーラス隊①②③④
	

	28
	コーラス隊⑤⑥⑦⑧
	

	29
	コーラス隊⑨⑩⑪
	

	30
	コーラス隊⑫⑬⑭
	


☆　それぞれの班のオリジナリティーを出せるようにがんばりましょう。

☆　セリフの変更・アドリブ等も考えてみましょう。
☆　コーラス隊は、場面ごとに出演する人数を工夫してみましょう。
オズの魔法使い　キャスティング表　出演者２０人用

	キャスト名
	

	１
	東の魔女
	

	２
	北の魔女
	

	３
	南の魔女
	

	４
	西の魔女
	

	５
	トト
	

	６
	ドロシー
	

	７
	マンチキン①・キウィ
	

	８
	マンチキン②・パパイヤ
	

	９
	マンチキン③・マンゴー
	

	10
	かかし
	

	11
	ブリキ
	

	12
	ライオン
	

	13
	町の人たち①・家来①
	

	14
	町の人たち②・家来②
	

	15
	町の人たち③・家来③
	

	16
	町の人たち④・家来④
	

	17
	オズの右腕
	

	18
	オズの左腕
	

	19
	オズ
	

	20
	コーラス隊
	


☆　一人で二役をする場合は、場面ごとに練習方法を工夫して動きましょう。
☆　セリフの変更・アドリブ等も考えてみましょう。
☆　コーラス隊は、その場面に登場していないキャストも兼ねましょう。
♪配役が決定したら♪　　　　　　　《教師用活用シート２１》
　配役が決定したら、それぞれのキャストが台本のセリフをまず覚えます。自分のセリフだけでなく、前後のキャストのセリフも確認しておくことが必要です。

　ワークシートを活用して、自分のキャストの特徴をつかみ、自分がどのような思いを持って演技したいかをまとめさせると、より一層、オペレッタに対する意欲が高まります。《児童用ワークシート２》
　オペレッタの上演サンプルのセリフ版を最初に聴かせて、役作りの参考にしたり、上演サンプルの映像版を鑑賞させて、オペレッタの雰囲気を味わい、イメージを広げたりすることもできます。参考教材を視聴させるタイミングは、キャストのセリフ練習の様子を観察した上で、効果のある時期に行うとよいでしょう。

　[上演サンプルの活用（セリフ版・映像版）]
　この段階では、家庭や学級での個人練習を行うことも大切です。学級では、同じ場面に登場するキャストで、簡単に読み合わせをしたり、お互いにセリフを聞きあいながら、練習を進めたりすることができます。また、家庭では、自分のセリフを録音して聞きなおしたり、家族に聞いてもらったりして、練習をします。家庭で練習することにより、家族の応援や声かけを励みに、キャストたちは、意欲を持続させながらオペレッタに取り組むことができます。また、家族の人たちのオペレッタに対する興味・関心も高まります。
イ　台本の読み合わせ　
　《教師用活用シート２２》　　《児童用ワークシート３》
　配役が決定し、個人でのセリフ練習が終わった後、台本の読み合わせを行います。
台本の読み合わせは、まず全員で行います。同じ場面に登場するキャストの順に並ぶと、前後のセリフが確認しやすくなります。最初の読み合わせは、ずっと通して行い時間を計ると、上演時間のめやすになります。どれだけの練習時間を設定できるかによって、読み合わせの方法や回数を決めます。何回か読み合わせができる場合は、２回目は、同じ場面に登場するキャストでグループに別れ、読み合わせを行うと、場面の様子や物語の流れを、より深く感じながら練習することができます。
グループに分かれての読み合わせ練習が終わった後、もう一度全体での読み合わせを行い、それぞれのキャストがどの場面で登場するのかを、全員で確認しあいます。　　　　　　《児童用ワークシート４》
読み合わせ練習の時には、児童はワークシートを活用すると効果的な練習を進めることができます。読み合わせを進めるごとに、自分の練習記録を記入し、読み合わせを振り返ることで、次の読み合わせで工夫したいことを見つけていきます。そして、それをもとに、読み合わせを行うと、自分の思いや意図を伝えやすくなります。
読み合わせの段階で、自分のセリフや他のキャストのセリフが分かっていると、これからの練習をスムーズに進めることができます。
ウ　歌練習　

《教師用活用シート２３》　　《児童用ワークシート５》
オペレッタの中で音楽は、重要な位置を占めています。音楽には、登場するキャストが物語の中で歌うミュージックナンバーと、物語を効果的に進めるためのＢＧＭがあります。
ミュージックナンバーは、物語にメリハリをつけ、出演者の思いや意図を伝えるための大事な手段です。　　《児童用ワークシート６》
　練習を進める方法としては、まず、キャスト一人ひとりが自分の歌うミュージックナンバーを覚えます。楽譜と範唱用の曲、伴奏用の曲を用意して、何度も繰り返して聴きます。このときに、ただ歌うだけでなく、曲に合った動作や振り付けを考えながら練習すると、オペレッタを通して、自分が見ている人に伝えたい思いがわかってきます。
　続いて、場面ごとのグループに分かれて練習をします。一緒に歌い合わせて強弱を工夫したり、場面に合った歌い方なども話し合ったりしていきます。　　《児童用ワークシート７》
　最後に、コーラス隊と合同での練習を行います。このときに、コーラス隊とキャストとの立つ位置などを確認しながら練習を進めていきます。コーラス隊の人数が少ないときには、他の出演者にコーラス隊を兼任してもらうこともできます。《児童用ワークシート８》
　場面ごとの練習ができた後、ミュージックナンバーを全曲通して練習をします。
エ　立ち稽古　
《教師用活用シート２４》　　《児童用ワークシート９》
　台本の読み合わせと歌練習が終了した後、舞台を使って立ち稽古を行います。実際に発表する場所が使用できないときには、同じ間仕切りをビニールテープ等で行い、場面を設定して練習を進めます。
　立ち稽古は、それぞれの場面に費やす時間はあまり気にせず、立つ場所や、出たり入ったりするタイミングをきちんと確かめながら進めていくことが大切です。　　《児童用ワークシート１０》
練習の手順としては、まず場面ごとに細かくセリフや小道具等を確認しながら進めていきます。台本に沿って流れを確認しますが、セリフを付け足したり省いたりすることも必要になります。登場するキャストが追加になったりすることもあります。

また、立ち稽古のときに、場面ごとに流すＢＧＭを実際に流して確認していくことも重要です。ミュージックナンバーの操作のタイミングなども、物語の流れが止まることのないように練習をしていきます。

　　　　《児童用ワークシート１１》
　最後は、全員で全体を通して立ち稽古を進めていきます。場面ごとに行った立ち稽古をつないでいく形で、スムーズに場面の切り替えができるように進めていきましょう。大道具や小道具、衣装の着替えなども実際の流れの通り練習をしていきます。最初から最後までの通し時間を計ることも必要です。　　　　　　　《児童用ワークシート１２》
オ　通し稽古　

《教師用活用シート２５》　　《児童用ワークシート１３》
　通し稽古は、本番前の大切な稽古です。これがうまくできると、本番の自信につながります。　衣装や小道具、大道具や背景も、本番どおりに設定し、全体を通して全員で進め、時間の取れる限り何回も練習していきます。　　　　　　　　　　《児童用ワークシート１４》
練習を進めていく中で、どうしても変更が必要になったり、衣装や道具に不備が出た場合には、流れを変更することも考えられます。

どんな場合にも対応できるように、最終確認を確実に行うとよいでしょう。　　　　　　　　　　　　《児童用ワークシート１５》
一人ひとりのキャストにも心配りを忘れないで、それぞれのキャストの状態をしっかりと把握しておくことも大事です。

指導者は、それぞれの分野の担当者との最終打ち合わせも必要になります。そして、確認できたことを記録にまとめておくと、次のオペレッタへの資料として有効に活用できます。《児童用ワークシート１６》
最後の通し稽古をするときには、本番と同じように、客席に座って、オペレッタを観覧します。声の大きさや、音楽のボリューム、芝居の立ち回りや、背景や大道具の位置など、客観的に見て効果的な舞台になっているかを確認します。

そして、通し稽古が終了したら、出演者やスタッフのよいところをしっかりとほめることを忘れないようにしましょう。
カ　本番発表　

《教師用活用シート２６》　　《児童用ワークシート１７》
　本番の発表では、まず、出演者、スタッフ全員に、これまで頑張って

練習をしてきたこと、みんなで協力してつくりあげたことに対して、ねぎらいの言葉と指導者からのお礼の言葉を言いましょう。

　オペレッタは一人ひとりが大切な主役であるということを感じさせてください。　　　　　　　　　　《児童用ワークシート１８》
　本番前の当日リハーサルができる場合は、これまでの練習の中で出演者が一番不安に思っている場面があれば、その部分を中心に練習をしましょう。各場面の出だしの部分をピンポイントに取り上げていくこともできます。　　　　　　　　　　　《児童用ワークシート１９》
歌練習も可能であれば、ソロで歌うミュージックナンバーから練習していきましょう。出だしの何小節かを全曲練習することもできます。観客が入り始めたら、出演者、スタッフは舞台袖にスタンバイします。本番中に何らかのトラブルがあっても、物語をストップすることなく、舞台の上のキャストで臨機応変に対応していきます。本番がうまくいかなくても、オペレッタをみんなでやり通したという感動を味わうことができる貴重な体験です。そして一人ひとりの自信となって次の舞台へと必ず、つながっていきます。観客の人たちを見送るなどして、舞台と客席が一体になることもできます。そんなオペレッタをみんなでつくりあげていきましょう。　　　　　　　　　《児童用ワークシート２０》

　
《教師用活用シート２７》　　《児童用ワークシート２１》
　オペレッタの学習が終わった後、活動を振り返って、自分の活動記録をまとめることは、とても大切なことです。学習を通して、見に付けたことや学んだことを確認して、次のオペレッタ学習につながるように、ファイル等にまとめていきましょう。
　指導者は、一人ひとりの個人カルテを作成することができれば、続いて指導する場合だけでなく、学年が進んで指導者が交代しても、引継ぎを行い、継続した指導が可能になります。

　活動した記録は、オペレッタを学習するごとに残して、発達段階に応じた自分の記録を積み重ね自分なりの成長記録として保存することもできます。
　活動を進めるにしたがってワークシートに記入したり、評価カードに記入したりすることはできますが、活動の始めと、活動の中間部分、そして活動のまとめの部分では、記述式の感想をまとめておくことも大切です。そのときの自分の思いを文章にすることで、活動を通しての成長の跡が見えてきます。　　　　《児童用ワークシート２２》
　オペレッタを通して、自分の中の感動する心を見つけ出し、生涯にわたって音楽に親しみ、仲間とともに音楽をつくりあげることのすばらしさを是非味わってほしいと願っています。


オペレッタ「オズの魔法使い」学習計画（4時間扱い180分）
	次
	分
	学　　習　　内　　容
	活動を進めるに当たっての留意点
	各分担内容

	１


	10
15

20
	１配役を決定する。　

２自分のセリフを確認する。

３台本の読み合わせをする。　
	・配役の決定は、出演者の意欲を引

き出せるように配慮する。
・セリフを確認しながら、登場人物

の気持ちをつかませる。　
	出演者兼スタッ
フの仕事分担を決める。
1 台本を印刷したりミュージックナンバーの録音を行ったりする。

2 背景を決定

する。

③背景を描く。

④小道具のアイデアスケッチを行う。
⑤小道具を制

作する。
⑥大道具のアイデアスケッチを行う。
⑦練習計画を立てる。
⑧衣装を制作する。

⑨台本を確認しながらそれぞれの仕事の確認をする。

	２


	20
25
	１場面ごとにミュージックナンバーを練習する。
２場面ごとにセリフと歌を練習する。
	・正しい発声法や音程で歌えるよう

にする。

・場面に合ったセリフや歌を工夫する。
	

	３

	25

20
	１各場面の立ち位置を確認し　

　て、立ち稽古をする。

２小道具や大道具を使って通し稽古を行う。
	・自分の出演する場面だけではなく、自分の前後のセリフや音楽も確認して練習を進める。

・大道具や小道具をうまく活用して、

　物語の流れや登場人物の思いが伝

わるように演じる。
	

	４

	10

５

25

５
	１場面の流れとセリフや歌を確認しながら練習のまとめを行う。

２カーテンコールの練習を行う。

３本番発表を行う。

４活動を振り返って反省をする。
	・物語の中で特に気をつけたい場面

を中心に練習を進める。

・時間を有効に使い、最後のまとめ

　を行う。

・スタッフも含めた、すべての出演

者が舞台の上で、自信をもってあいさつができるように振り付け等を工夫する。

・観客を意識しながら、練習の成果

　を十分に発揮する。

・オペレッタを通して学んだこと、

見に付いたことをまとめて、次の

活動に生かす。
	


♪　衣装や背景、小道具、大道具などの分担作業は、学級での活動や、家庭で課題等で行うこともできる。また、「総合的な学習の時間」を利用して、作業を進めることもできる。
オペレッタ「オズの魔法使い」学習計画（4時間扱い：15分×12回）
	次
	分
	学　　習　　内　　容
	活動を進めるに当たっての留意点
	各分担内容

	１


	15
15

15
	１配役を決定する。　

２自分のセリフを確認する。

３台本の読み合わせをする。　
	・配役の決定は、出演者の意欲を引

き出せるように配慮する。
・セリフを確認しながら、登場人物

の気持ちをつかませる。　
	出演者兼スタッ
フの仕事分担を決める。
3 台本を印刷したりミュージックナンバーの録音を行ったりする。

4 背景を決定

する。

③背景を描く。

④小道具のアイデアスケッチを行う。
⑤小道具を制

作する。

⑥大道具のアイデアスケッチを行う。
⑦練習計画を立てる。

⑧衣装を制作する。

⑨台本を確認しながらそれぞれの仕事の確認をする。

	２


	15
15
15
	１場面ごとにミュージックナンバーを練習する。
２前半の場面のセリフと歌を練習する。

３後半の場面のセリフと歌を練習する。
	・正しい発声法や音程で歌えるよう

にする。

・場面に合ったセリフや歌を工夫する。
	

	３

	15
15
15
	１前半の場面の立ち位置を確認して、立ち稽古をする。

２後半の場面の立ち位置を確認して、立ち稽古をする。
３小道具や大道具を使って通し稽古を行う。
	・自分の出演する場面だけではなく、自分の前後のセリフや音楽も確認して練習を進める。

・大道具や小道具をうまく活用して、

　物語の流れや登場人物の思いが伝

わるように演じる。
	

	４

	10

５

25

５
	１場面の流れとセリフや歌を確認しながら練習のまとめを行う。

２カーテンコールの練習を行う。

３本番発表を行う。

４活動を振り返って反省をする。
	・物語の中で特に気をつけたい場面

を中心に練習を進める。

・時間を有効に使い、最後のまとめ

　を行う。

・スタッフも含めた、すべての出演

者が舞台の上で、自信をもってあいさつができるように振り付け等を工夫する。

・観客を意識しながら、練習の成果

　を十分に発揮する。

・オペレッタを通して学んだこと、

見に付いたことをまとめて、次の

活動に生かす。
	


♪　1時間(45分)の最初の15分を毎時間使って、12回分の練習を行い、オペレッタを進めていく。
⑴　オペレッタに親しもう








⑵　演出の方法








⑶　指導のポイント








⑷　活動の流れ








⑸　活動を振り返って











